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インド大統領が植樹した菩提樹の苗木（築地本願寺） 
 
◆住職閑話 
東京にて 
 ９月２８日と２９日「正定寺東京ツアー」を初めて実施しまし
た。また２９日には東京・築地本願寺で、「正定寺関東在住者の
集い」を開催いたしました。向渕のみなさんや、関東に在住の
方々と東京・築地本願寺で集えたことは、誠にありがたく尊いご
縁でした。特に東京の真ん中で単身赴任をしておりますので、万
感胸に迫るものがあり、感涙いたしました。本当にありがとうご
ざいました。より一層精進したいと思います。 
 
菩提樹 
１０月２１日インドのラーム・ナート・コーヴィンド大統領
が、即位大礼の前日に築地本願寺へ参拝されました。日印の交流
と平和のため、インドから菩提樹の苗木を持参され、植樹されま
した。特に築地本願寺が古代インド仏教様式を取り入れ、菩提樹
をモチーフにした意匠などゆかりがあることからでした。 
菩提樹は、お釈迦様が樹の下で悟りを開かれたこと（成道

じょうどう

）
から、仏教の原点を象徴する聖樹です。このことから、正定寺も
この寺報を「菩提樹」と名づけています。 
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親鸞聖人が臨終に詠ま
れ詩から。和歌山の片
男波海岸に打ち寄せる
波のように、また娑婆
に帰って、阿弥陀様の
お慈悲を伝えるお心が
表現されています。 
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ラグビーワールドカップ  
この秋の熱い話題は、９月に開幕したラグビーワールドカップ
です。築地本願寺でも、世界各国のユニフォームを着た海外のラ
グビーファンが参拝され、近所の有楽町にある大型テレビを設置
したファンゾーンには、多く人が集っています。やはり話題の中
心は、日本代表です。強豪国に対して４連勝し、史上初めてベス
ト８に進出した活躍は、日本だけでなく世界でも大きく報道さ
れ、賞賛を受けました。残念ながら、１０月２０日の南アフリカ
戦には敗れましたが、あまりラグビーに詳しくない「にわかファ
ン」という言葉を生み出すほど、多くの人が感動しました。巨体
の選手が体をぶつけ合い、また協力してゴールに向う姿は、観る
者を熱くし、勇気も与えてくれました。加えてラグビーそのもの
に魅力を感じた人も多くいるのでないかと思います。 
 
ノーサイド、ワン・フォー・オール 
ラグビーの魅力の一つは、互いを尊重することにあります。試
合の終了を「ノーサイド」と表現しています。戦いを終えたら、
互いのサイド（垣根）がなくなり、分け隔てなく同じラグビーを
愛する仲間となることで、清々しいスポーツマンシップにあふれ
ています。この精神は、試合会場の観客席にも表れています。敵
と味方に分けることなく一緒に応援するスタイルで、「ノーサイ
ド」の精神があるように思えます。また、ラグビーを示す言葉
で、「ワン・フォー・オール」があります。「一人はみんなのた
めに」の意味です。選手一人ひとりが自らを犠牲にして役割を果
たし、みんながチームのために全力を尽くすことです。そのほか
にも外国籍の選手とともに日本人が戦う「多様性」もラグビーの
特色です。 
 
仏教との親和性 
ラグビーの試合を観ると、仏教との親和性があることに気づき
ました。試合ではトライを目指し一致団結して全力で取り組んで
います。これは、仏道修行の「正精進」です。お釈迦様は「怠け
ることなく怠るな」と遺言で話されています。また、「ノーサイ
ド」は、分け隔てなく智慧と慈悲を注いでくださる阿弥陀様のお
心や、「自他ともに」の精神です。「ワン・フォー・オール」は
自利だけでなく利他の精神で、「多様性」を認め、互いを尊重す
る寛容の精神にもつながります。このようにラグビーは、多くの
示唆を与えてくれます。 
この９月と１０月もいろいろな方とご縁を結びました。より一
層ご縁を大切に努力精進したいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
東京駅前のラグビーモニュメント 

正定寺 
報恩講 

 
親鸞聖人のご遺徳をしの
ぶ最も大切な法要です。 
 
◎１１月２３日（土） 
１０：３０ 日中法要 
（正信偈 行譜） 
法話：住職 

 
１４：００ 逮夜法要 
（五会念仏作法） 
法話：上原大信師 

以下同 
 

１９：００ 初夜法要 
（十二礼） 
御伝抄拝読 
法話 

２０：３０ 後夜勤行 
（正信偈 草譜） 

 
◎１１月２４日（日） 
６：３０  晨朝勤行 
（正信偈 行譜） 

法話 
７：１５  朝粥会 
 
１０：００ 日中法要 
（宗祖讃仰作法第１種） 

法話 
 
１２：００ 門徒講お斎 
 
１３：３０ 逮夜法要 
（宗祖讃仰作法第３種） 

御俗姓拝読 
法話 

ご満座挨拶・記念撮影 
１６：００ 終了予定 
 
法話 上原大信師 
芦屋市 西光寺 
 
＊23日逮夜法要の「五
会念仏作法」は貸出用の
経本を用意いたします。 
＊「宗祖讃仰作法」は赤
色の経本です。 
＊その他にも貸出用があ
ります。  

ファンゾーン 
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主な法要行事の報告 
＜８月＞ 
１６日（金）宗祖月忌法要 
 １７日（土）第４０回ふるさと文化のつどい＠宇陀市文化会館 
        作家：寮 美千子氏 

  市立ひらかた病院前院長：森田眞照氏 
 １８日（日）穴薬師会式 
       正定寺会式 
   
＜９月＞ 
１日（日）月初晨朝勤行 

 １６日（月）宗祖月忌法要 
       安楽寺会式 
 ２３日（月）秋季彼岸会・門徒講物故者追悼法要・正定寺フェス 

すずらんTERAカフェ音御堂（レコードコンサート） 
お寺０円マーケット 

        ＊約７０名の参拝、参加がありました。 
門徒総代会 

２６日（木）教区門徒総代同朋研修会 
 ２８日（土）・２９日（日）正定寺東京ツアー  
２９日（日）正定寺関東在住者の集い ＠築地本願寺 

  
＜１０月＞ 
1日（火）月初晨朝勤行 

  2 日（水）仏教婦人会 本願寺奈良教堂清掃奉仕 
  5 日（土）第 35回宇陀聞法のつどい  ＠室生振興センター 
       龍谷大学実践真宗学研究科特任教授：葛野洋明氏 
１６日（水）宗祖月忌法要 

 
 
＊各法要、行事に参加、ご協力、ご協賛をいただき誠にありがとうご
ざいます。特にお寺０円マーケットへの出品ありがとうございます。 
 
 
 

◆聞法の旅 
11 月 10 日（日） 
 滋賀方面 
 
◆正定寺先師会 
12 月 12 日（木） 
13：30 より 

＊正定寺の歴代住職を
追恩する法要 

師 
香
山
リ
カ
さ
ん 
精
神
科
医
・
立
教
大
学
現
代
心
理
学
部
教
授 

９月１０日（月）
ご法話会 １３：
３０ 
９月１６日（日）
宗祖月忌晨朝 

６：００  ・仏
婦の日（安楽寺会
式参拝）２０：０

０              
９月２３日（祝・
土）秋季彼岸会 
１０月６日（土）
第３４回宇陀聞法
のつどい １３：
３０  於：室生
振興センター 
          
講師 都呂須孝文師 
１０月２４～２６
日（水～金）・ご
法話会主催 鹿児
島かくれ念仏遺跡

年末・年始 
◆除夜会

じ ょ や え

 
12 月 31 日(月) 
17:00 より 

 
◆除夜の鐘 
23:20 より 

 
◆元旦会

がんたんえ

 
1 月 1日（火） 
  1:00 より 
＊３日まで法要 
7:00・15:00 
法宝物開帳 

 
◆御鏡開

おかがみびら

き 
1 月 5日（土） 
 13:30より 
お斎

とき

あり 

成道会・歳末の集い  １２月７日（土）１１：００ 
 
１２月８日は、お釈迦様が悟りを開かれた日です。全国の仏教寺院では成道会（じ
ょうどうえ）として、法要が営まれています。正定寺では、朝の晨朝勤行に併せて
お勤めしてきましたが、今年は前日の１２月７日にお勤めすることにし、引き続
き、「歳末の集い」を開催することにいたしました。一昨年よりはじめた「歳末の
集い」。本堂で一年を振り返る忘年会で、どなたでも参加いただけます。 
 
●歳末の集い 同日 １２：００ 
参加費は２、０００円（飲物・食事代）。詳細は別に案内いたします。 

 
秋の正定寺 

 
お寺０円マーケット 
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法要・行事の子細 
◆正定寺東京ツアー・関東在住者の集い 
 ９月２８日（土）・２９日（日） 感涙の再会 

正定寺は４年前の２０１５（平成２７）年の９月１９日に「正定寺東
京会」を築地本願寺で初めて開催しました。その後、昨年７月に住職
が京都・西本願寺より築地本願寺に赴任しました。門徒総会などでも
ぜひ築地本願寺に参拝したいとの要望もあり、「正定寺東京ツアー」
と「正定寺関東在住者の集い」を開催することになりました。 
 
東京ツアーの参加者は１５名。２８日近鉄室生口大野駅に集合し、名
張駅で近鉄特急に、名古屋駅で新幹線に乗り換え東京駅に正午過ぎに 
到着しました。そのあと、はとバスに乗り都内を観光。浅草や東京タ
ワーなど名所を廻りました。夕刻宿泊する築地本願寺に到着。住職と
合流しました。夕食は、マグロの初セリで有名な「すしざんまい」
へ。食のまち築地で、海鮮やお寿司をいただき、懇談を深めました。
夕食後は、築地本願寺第一伝道会館に宿泊しました。 
 
２９日は朝７時からの晨朝に参拝。朝食後、築地場外市場へ出向き、
国の内外から集まる食品やお土産を購入したり、近くにある歌舞伎座
など築地や銀座を散策しました。 
 
１１時より「正定寺関東在住者の集い」を礼拝堂でツアー参加者を含
め３２名で開催。関東在住者の方は、埼玉、東京、神奈川に居住さ
れ、正定寺や向渕の縁ある方々です。住職の挨拶に引き続き、飯降総
代が挨拶。「故郷をともにしながら長年会っていなかった方々と再会
でき感無量です。」と話され、みな感涙しました。この後、正信偈を
お勤めし、住職が法話をしました。また、築地本願寺の代表役員であ
る安永雄玄宗務長から歓迎の挨拶もいただきました。 
 
１２時より第一伝道会館紫雲の間で懇談会。昼食をともにしながら、
参加者一人ひとりが、屋号や親の名前にも触れた自己紹介や現況の報
告をしました。７０代から幼児まで年代を超えて懇談会。中には半世
紀以上ぶりに再会した方もあり、思い出話や近況を語り合うなど、終
始和やかな雰囲気に包まれました。 
 
１４時、名残り惜しい思いいっぱいの中、閉会となりました。関東在
住者の方からは、「懐かしい方々に会えて本当に良かった。またこの
ような機会を作っていただきたい」との声も寄せられました。ツアー
一行は、築地本願寺で、関東在住者の方、住職と別れ、向渕への帰路
につきました。 
 
今回の「正定寺東京ツアー」と「正定寺関東在住者の集い」を開催で
きましたことは、住職として心強く、励みになりました。日頃、向渕
を離れ、遠く東京で居住することは、やはり寂しいものです。参加い
ただいた関東在住者の方も、同じ思いを持っておられると思います。 
 
また、後日、ツアー参加者の方からも、「築地本願寺に参拝でき、在
住の人達にも会えたし本当に良かった」、「ありがたかった」とのお
声や、写真などをまとめていただきました。幾重にも深く感謝いたし
ます。東京にお越しの機会がありましたら、ぜひお声がけください。 

 
浅草 

◆月初晨朝勤行 
毎 1日 6:30 より 

 
 

◆宗祖月忌法要 
毎 16 日 6:30 より 

 
 

 
集合写真 

 
集い 

 
懇談会 

 
安永宗務長 


